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Ⅰ．問題の所在
　本研究の目的は，英国地理教育における産業を取り上
げた学習（以下，「産業学習」）の内容構成を，社会認識
形成と世界像形成の 2つの視点から分析することを通し
て，その内容構成論を解明することである。
　わが国の英国地理教育に関する研究は，中井・岩田を
嚆矢として数多くの成果が蓄積されてきた（注 1）。特に，
1988 年に成立した教育改革法に基づき導入された『ナショ
ナル・カリキュラム地理』の分析は，わが国の社会科地
理教育を検討する上で大変示唆的である。例えば英国の
それは，社会諸科学の研究成果を反映し，社会認識形成
に有効性の高い内容構造を有している典型例として高く
評価されている（1）。具体的に『ナショナル・カリキュラ
ム地理（KS3）』では，教育段階を 4つに区切った各 Key 
stage （以下，KS）において子供に教えられるべき内容を
示した学習プログラム（Programme of Study）と，各 KS
の終わりに学習成果として大多数の子供に期待されている
行為能力を示した到達目標が体系的に配列されている（2）。
2007 年版の KS3（日本の中学校に相当）には，子供が認識・
獲得しなければならない鍵概念として，「場所」，「空間」，
「スケール」，「相互関係」，「自然的プロセスと人文的プロ
セス」，「環境の相互作用と持続可能な開発」，「文化の理
解と多様性」の 7 項目が位置づけられており（3），これら
地理学の成果を中心とする鍵概念を獲得したり，活用し
たりすることを通して，科学的な社会認識形成が図られ
る構成となっている（表 1）。
　また，わが国のカリキュラム構成論と異なる多核的同
心円拡大法（4）という論理でカリキュラムが構成されてい
る点も大変興味深い。志村は多核的同心円拡大法の特質
について「小学校低学年段階（KS1 段階）から自分が居
住する場所周辺の地域社会（身近な地域社会）だけでな
く，同じスケールの国内外の地域社会をも学習する構成
となっている点にある（5）」と述べ，この論理に基づいて
カリキュラムを構成すれば，初等教育の早い段階から狭
い空間的範囲にせよ，居住している場所だけでなく，世
界各地を学習し，世界像を構築することになると指摘し
ている（6）。このような考え方は，身近な地域を中心とす
る中心部と世界に関する外縁部を整合的に位置づけるこ
とによって 1つのまとまりある豊かな世界像が形成され
ると主張した斎藤の「発生的地理教育論」（7）とも符合する。
　本研究では，『ナショナル・カリキュラム地理（KS3）』
の特質が社会認識形成と世界像形成の 2つの論理を基盤
とする内容構成にあるという前提のもと，その論理がど
のように子供用テキストブックに反映されているのかを
明らかにしていく。子供用テキストブックを分析対象と
する理由は，『ナショナル・カリキュラム地理（KS3）』や「単
元計画例」の構造を分析した先行研究（注 2）はあるものの，
それらとテキストブックとの結び付き（反映）について
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は十分に研究されていないことが挙げられる。荒井の研
究（8）が示唆するように，外国研究の成果を実践レベルで
生かそうという発想に立つならば，授業開発に資する具
体的な内容を明らかにする必要がある。例えば，どのよ
うな内容を，どのような方法（指示・発問を含む）で指
導展開していけばよいのか，カリキュラム及び単元レベ
ルにおける内容構成論を解明した研究成果が求められよ
う。このような成果は，わが国のそれとの比較材料や改
善の方向性を示すことができる点で，教科書研究にも寄
与することが期待される。本研究では分析対象として，『ナ
ショナル・カリキュラム地理』の内容を忠実に反映して
いるという評価を受け，検定制度の無い英国においてベ
ストセラーとなった中等地理テキストブック『NEW KEY 
GEOGRAPHY』シリーズ（Nelson Thornes 社）を手がかり
とする（注 3）。その際，分析対象単元として産業を学習対
象とした「産業学習」に着目する。その理由は 3つある。
　第 1に，産業を対象とした学習が，生産・流通・消費
という社会生活の基本構造を認識させるものであり，政
治，経済，社会，地理，歴史といった主要な社会諸科学
の研究成果を反映しやすく，社会事象間の関係の認識を
可能にするがゆえに社会科学習の中核に位置付く価値を
持っていると捉えられているからである（9）。わが国の社
会科教育において産業を対象とした学習は，一般に産業
学習と呼ばれ，社会科教育の中でもとりわけ地理教育の
一領域として捉えられている（10）。その意味は，広義に小
学校第 5 学年及び中学校地理的分野で学習する内容と捉
えられている。具体的に小学校第 5 学年では，農業・水
産業，工業，情報通信産業の学習を通じて，我が国の産
業の様子，産業と国民生活との関連について理解するこ
とが，一方，中学校地理的分野では，「世界の諸地域」，「世
界と比べた日本の地域的特色」，「日本の諸地域」の学習
において，産業が考察の一視点として取り上げられ，世
界の諸地域や日本の国土，日本の諸地域の特色を理解す
ることが目指されている（注 4）。産業は，社会的な分業と
して行われる財貨及びサービスの生産又は提供に係わる
すべての経済活動であり，現代社会のしくみを理解する
上で欠かせない内容である。先述したような特質を有す
る英国地理教育の「産業学習」に関する内容を明らかに
することは，わが国の産業学習の内容的妥当性を検討す
る上で有益な示唆を与えてくれるものと判断できる。
　第 2に，小学校第 5 学年の産業学習に比べ，中学校地
理的分野の研究成果が著しく少ない傾向にあるからであ
る。これまでわが国の社会科教育学研究の産業学習に関
する主な研究は，小学校第 5 学年の学習指導要領及び準
拠版教科書に基づく学習への批判及びその改善案として
具体的な授業モデル開発が主流である。具体的には，産
業従事者の工夫や努力を共感的に理解することを通した
常識的な見方・考え方に留まる学習の改善策として，学
習内容の科学化を図り，社会科学的な見方・考え方の育
成をめざす授業開発が中心に行われてきた（注 5）。一方，中
学校地理的分野に関しては，各地の産業と地名を結び付け
て知識化する産業分布の学習に留まっていることや，取り
上げる産業が第一次，第二次産業に偏っており，“生産の
地理”になっていること等が指摘されてきたが，具体的な
改善案に関しては提案レベルに留まっている（注 6）。英国中
等地理教育における「産業学習」を分析し，その内容構成
を明らかにすることは，これまで具体的な改善案が提案さ
れていない中学校地理的分野の現状を克服することが期待
される。
　第 3に，社会科において産業を学ぶ意義や取り上げる
テーマ，及び学習内容の妥当性が問われているからであ
る。例えば草原は，これまで産業学習に関する研究の多
くが学習指導要領の大枠を所与のものとしてきたことに
言及しつつ，そもそも産業を学ぶ必要があるのか，取り
上げるテーマとして農業・工業・情報通信産業を柱とす
る単元構成は妥当か，それに代わるテーマはないのか，
表 1　2007 年版『ナショナル・カリキュラム地理 (KS3)』の鍵概念
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などの論点を不問にして付してきたきらいがあると指摘
している（11）。一方，岡﨑は，既に 20 世紀終盤に，産業
構造においても就業者構造においても，いわゆる第一・
二次産業が構成比の 4 割を切り，第三次産業が 6 割以上
を占めるに至っているにもかかわらず，現行の学習指導
要領では基本的には従来の産業分類にそった内容編成で
あり，わが国の産業の発展の姿を捉えることの困難さを
指摘している（12）。社会が絶えず変化し，どのような産業
も国際社会の中に位置づいている現実を踏まえれば，岩
田が指摘するように国際化や情報化に対応した産業学習
のあり方を検討することも重要であろう（13）。このような
指摘や要望に応えていくためには，わが国のそれを対象
化し，改めて他国のそれと比較・検討することが解決の
糸口を探る上で有効であると判断できる。その比較対象
として，英国の事例は適材である。
　以上のような問題意識を踏まえ，本研究では英国中等地
理教育における「産業学習」の学習展開を，『NEW KEY 
GEOGRAPHY』シリーズ（KS3）に手がかりに検討して
いく。具体的には，本シリーズにおける「産業学習」単
元の学習内容を，『ナショナル・カリキュラム地理』の特
質である科学的な社会認識形成と世界像形成の 2つの視
点から分析することを通して，内容編成論の特質とその
意義について論じていく。
Ⅱ．『NEW KEY GEOGRAPHY』シリーズにみられる「産
　業学習」の概要と実際
１. 『NEW KEY GEOGRAPHY』シリーズにみられる「産
　業学習」の概要
　本稿では，第一次～第三次産業の各産業を個別に学習す
る構成となっている 2006 年度版『NEW KEY GEOGRAPHY』
シリーズ（以下，本シリーズ）を分析対象とする。本シリー
ズは，第 1 巻『基礎』Y7（11-12 歳），第 2 巻『関連』Y8
（12-13 歳），第 3 巻『相互作用』Y9（13-14 歳）の全 3 冊（各
巻 7 単元，全 21 単元）で構成されている。具体的に「産
業学習」として該当する単元は，「農業」，「工業」，「観光」，
「ファッション&スポーツ」の 4つが挙げられる。
２. 『NEW KEY GEOGRAPHY』シリーズにみられる「産
　業学習」の実際
2.1.　第一次産業の内容構成
　第一次産業の単元「農業」における指導展開をまとめ
たのが表 2である。表 2は，左から小単元名，主要な学
習内容，事例（地）・位置及び地理的スケール （注 7），主な
学習活動，学習の結果として獲得される鍵概念（以下，
鍵概念），そして単元構成を小単元ごとに整理している。
学習活動に関しては，岩田の知識論（14）を参考に学習活動
を通して獲得される知識の質を「記述（記述的知識及び
分析的知識を求める問い・または課題）」，「説明（説明的
知識及び概念的知識を求める問い・または課題）」，「判断
（規範的知識を求める問い・または課題）」の 3つに分類
した。
2.1.1.　単元構成
　本単元は，「単元の主な学習内容及び意義の把握」，「国
内における農業の種類と特色」，「農業が与える影響と変
化」，「獲得した知識（概念）の活用」といった 4つの段
階で構成されている。
　第 1 段階（小単元 1）で子供は，本単元の主な学習内容
（「英国における主な農業の種類」，「穀作農場や牧羊農場」，
「英国における農業の分布パターン」，「農業が景観を変化
させる過程」，「農業とそれらの影響の変化」）と農業を学
習する重要性（農業についての知識は：「仕事を供給し，
富の創出を手助けすること」，「私たちが食べる物とその
食べ物に私たちが費やす費用が影響を与えていること」，
「私たちの田園地方に対する見方を変えること」，「野生動
物に影響を与えていること」）について把握する。
　第 2 段階（小単元 2～ 5の前半）では，まず英国にお
ける農業の主な種類が穀作農業，畜産農業，混合農業で
あることを確認した後，それぞれの農業が物理的要因と
人的要因に依存しているため，農家はそれらの要因を踏
まえて農業の種類や最適地を選択しなければならないこ
とを学習する。次に，穀作農場や牧羊農場を事例に，そ
れぞれの農業の特色を学習する。そして，英国における
農業のタイプが物理的要因と人的要因によって，大きく
穀作，畜牛，羊，混合，小作の 5 種類に分けられること
を学習する構成となっている。
　第 3 段階（小単元 5の後半～ 7）は，まず 1970 年代中
頃から EUの決断によって英国内でアブラナを栽培する
農家が増加した事例をもとに，英国で一般的に見られる
農業様式が様々な要因を背景に現在に至るまで変化し続
けていることを確認する。次に，農業の発展によって，
現在の景観が作られ，未だ変化し続けている事実をもと
に，農業の発展によってもたらされる正負の影響につい
て認識する。そして，現代農業がもたらした正負の影響と，
負の影響を少なくするための政府の取り組みや，新たな
農業の展開として一部の農家の人々が「観光農場」を始
めている理由について学習する構成となっている。
　第 4 段階（小単元 8）では，最近，農園を購入した 4 組
の農民にとって最も適している農業の種類を選択するこ
とを援助することが課題として提示される（MQ：英国の
異なる地域の農業はどのように変化するか？また，それ
はなぜか？）。子供はこの課題を解決するために，これま
で理解・習得した知識や概念を用いて探究する展開となっ
ている。具体的には，農業のどのような種類がその人（最
近，農園を購入した 4 組）の農業に最も適しているのかを，
一人一人の農民に提案する短い手紙（選んだ理由を含む）
を書いたり，英国における農業の種類が異なる理由を地
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表 2　第一次産業 単元「農業」の内容構成
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図などにまとめて説明させたりする作業を行う。これら
の活動を通して子供たちは，主として「場所」や「空間（農
業立地）」等の鍵概念を活用して合理的に判断することを
迫る構成となっている。
2.1.2.　世界像形成としての内容構成
　本単元を世界像形成の視点から整理すると，国内にお
ける主要な農業の特色を場所，土地の起伏，土壌，気候，
方法，機械の使用，収入源，困難等の視点から分析的に
検討したり，その結果として明らかになる農業分布のパ
ターンを概観したりする学習を通して，農業を手段とし
て①産業としての農業の位置と特色，②農業が行われて
いる地域的特色，③農業を視点とした国土（英国）の特
色（傾向）を認識させる構成となっている。具体的には，
種類の異なる複数の農業をローカル・スケールで捉えさ
せた後，さらにナショナル・スケールで概観させること
を通して，農業が盛んな地域と国土の 2つの特色を認識
させる構成となっている。
　このような単元構成を世界像形成の視点からまとめる
と「農業を視点とした英国地誌学習」と位置づけること
ができる。
2.1.3.　社会認識形成としての内容構成
　本単元を社会認識形成の視点から整理すると，学習活
動を通して獲得される知識の質については，国内におけ
る農業の種類や各農場の特色に関しては「記述」を求め
る問いや課題が，農業が与える影響や変化に関しては「説
明」を求める問いや課題が設定されている。これらの知
識は，最終小単元において，最近，農園を購入した 4組
の農民にとって最も適している農業の種類を「判断（意
思決定）」させる場面で活用を迫る展開となっており，本
単元では「英国における農業の最適地（農業立地）」が学
習の中心となっている。一方，学習の結果として獲得さ
れる鍵概念に関しては，東アングリアのホーソン農場や
湖水地方のベックサイド農場の自然的・人文的理解に関
する「場所」，それらの場所に種類の異なる農業が立地し
ている理由及び英国における農業分布のパターンに関す
る「空間」をはじめ，6つの鍵概念の獲得をめざす構成と
なっている。
　このような単元構成を社会認識形成の視点からまとめ
ると，「空間（農業立地）を中核とした地理的見方・考え
方の育成をめざす『産業学習』」と位置づけることができ
る。
2.1.4.　本単元の全体構成
　単元「農業」では，英国の主要な農業を教材内容とし
て用いることを通して，世界像形成の視点からは「農業
を視点とした英国地誌学習」として，社会認識形成の視
点からは「空間（農業立地）を中核とした地理的見方・
考え方の育成をめざす『産業学習』」という二重構造の構
成になっていた。本単元ではこれら 2つの視点に基づき
内容を構成することで，全体を通して英国の農業を事例
にして自国の主要な農業と国土の特色，及び「空間（農
業立地）」をはじめとする諸概念の獲得とその活用能力を
育成する学習となっているのである。
2.2.　第二次産業の内容構成
　第二次産業における単元「工業」の指導展開を表 2と
同様にまとめたのが表 3である。
2.2.1　単元構成
　本単元は，「単元の主な学習内容及び意義の把握」，「国
内における工業の種類と特色」及び「英国の工業におけ
る最適地と変化の要因」，「獲得した知識（概念）の活用」
といった 3つの段階で構成されている。
　第 1段階（小単元 1）で子供は，本単元の主な学習内容
（「第一次産業と第二次産業と第三次産業の違い」，「産業
にとっての最適地を選択する方法」，「産業にとっての理
想的な場所が変化する過程」，「鉄鋼業と自動車産業とハ
イテク産業」）と産業を学習する重要性（産業を学習する
と役立つこと：「自身に最も適している仕事の種類を選択
する時」，「産業が特定の場所に位置する理由を理解する
時」，「一部の産業が閉鎖またはある地域から移転する理
由を理解する時」）について把握する。
　第 2段階（小単元 2～ 8）では，まず人々が行う経済
活動には第一次～三次産業の 3タイプがあり，それぞれ
特色が異なることを確認した後，それぞれの産業の就業
者人口は時代と共に変化していることを学習する構成に
なっている。次に，鉄鋼業や自動車工業，ハイテク産業
を事例に，それぞれの工場の最適地が原材料，輸送，労
働力，エネルギー源，市場，地価などの要因に依存して
いることや，工業の種類によって特色が異なることを確
認するとともに，時間の変化とともに最適地も変化し続
けていることを学習する構成になっている。
　第 3段階（小単元 9）では，国内に新しい自動車工場を
建設するという想定を踏まえ，候補地として挙げられて
いる 10箇所の情報を分析的に検討し，最適地を提案する
ことが課題として提示される（MQ：新しい自動車工場に
とって最適地はどこか？）。子供はこの課題を解決するた
めに，これまでの学習でしてきた獲得した知識や概念を
用いて探究することとなる。具体的には，沿岸部のニュー
ポートや内陸部のバーナストーン等候補地として挙げら
れている 10箇所の用地を「用地の規模」，「用地の質」，「高
速道路へのアクセス」，「港へのアクセス」，「空港へのア
クセス」，「熟練労働者への確保」，「良い労働環境」，「利
用可能な政府援助」，「魅力的な田園地方へのアクセス」
の 8項目を 0（不十分）～ 4点（すばらしい）の 5段階
で評価することを通して，最適地を検討する作業を行う。
これらの活動を通して子供は，主として「場所」や「空
間（工業立地）」等の鍵概念を活用して合理的に判断する
－ 54－ － 55－
表 3　第二次産業 単元「工業」の内容構成
－ 54－ － 55－
ことを迫る構成となっている。
2.2.2.　世界像形成としての内容構成
　本単元を世界像形成の視点から整理すると，国内にお
ける主要な工業の立地を原材料，輸送，労働力，エネル
ギー源，市場，地価等の視点から分析的に検討したり，
その特色を複数の地理的スケールを用いて捉えさせたり
する学習を通して，工業を手段として①産業としての工
業の位置と特色，②各産業が立地している地域的特色と
依存している立地要因，③工業を視点とした国土（英国）
の特色（傾向）を認識させる構成となっている。例えば，
小単元 6では，英国の人口が多い場所と大きな自動車組
立工場の立地との関係をナショナル・スケールで投影し
た地図で確認した後，その典型としてリージョナル・ス
ケールでバーナストーンを事例に，労働力の確保の他に，
原材料，電力，市場との距離や輸送，用地等の要因を踏
まえて立地が決定されていることを認識させる展開と
なっている。このように，単元「工業」では，国内の主
要な工業の特色を複数の地理的スケールを用いて捉えさ
せ，工業が盛んな地域と国土の 2つの特色を認識させる
構成となっている。
　このような単元構成を世界像形成の視点からまとめる
と「工業を視点とした英国地誌学習」と位置づけること
ができる。
2.2.3.　社会認識形成としての内容構成
　本単元を社会認識形成の視点から整理すると，学習活
動を通して獲得される知識の質については，国内におけ
る工業の種類や各工業・工場の特色に関しては，「記述」
を求める問いや課題が，各工業・工場の最適地や最適地
を変化させる要因に関しては「説明」を求める問いや課
題が設定されている。これらの知識は，最終小単元にお
いて，国内に新しい自動車工場を建設する上で，候補地
として挙げられている場所の中から最も適している場所
を「判断（意思決定）」させる場面で活用を迫る展開となっ
ており，本単元では「英国における工業の最適地（工業
立地）」が学習の中心となっている。一方，学習の結果と
して獲得される鍵概念に関しては，トールボット港やバー
ナストーン等の自然的・人文的理解に関する「場所」，そ
れらの場所に種類の異なる工業が立地している理由及び
英国における各工業の分布パターンに関する「空間」を
はじめ，単元「農業」と同様，6つの鍵概念の獲得をめざ
す構成となっている。
　このような単元構成を社会認識形成の視点からまとめ
ると「空間（工業立地）を中核とした地理的見方・考え
方の育成をめざす『産業学習』」と位置づけることができ
る。
2.2.4.　本単元の全体構成
　単元「工業」では，英国の主要な工業を教材内容とし
て用いることを通して，世界像形成の視点からは「工業
を視点とした英国地誌学習」として，社会認識形成の視
点からは「空間（工業立地）を中核とした地理的見方・
考え方の育成をめざす『産業学習』」という二重構造の構
成になっていた。本単元ではこれら 2つの視点に基づき
内容を構成することで，全体を通して英国の工業を事例
にして自国の主要な工業と国土の特色，及び「空間（工
業立地）」をはじめとする諸概念の獲得とその活用能力を
育成する学習となっているのである。
2.3.　第三次産業の内容構成
2.3a.　単元「観光」
　第三次産業は「観光」と「ファッション &スポーツ」
の 2つの単元で構成されている。ここでは，単元ごとに
分析していきたい。まず，単元「観光」の指導展開を表 2
と同様にまとめたのが表 4である。
2.3a.1.　単元構成
　本単元は，「単元の主な学習内容及び意義の把握」，「成
長産業としての観光」，「国立公園の運営と対立」，「観光
が環境を変化させる過程」，「獲得した知識（概念）の活用」
といった 5つの段階で構成されている。
　第 1段階（小単元 1）で子供は，本単元の主な学習内容
（「観光産業」，「観光が引き起こす問題」，「国立公園の運
営と対立」，「様々な種類の休暇」，「観光が環境を変化さ
せる過程」）と観光を学習する重要性（観光を学習すると
役立つこと：「休日にどこへ行くかを選択する時」，「もっ
と楽しい休日を過ごしたい時」，「観光に関わる仕事につ
いて知りたい時」，「観光を取り巻く環境を管理する必要
性について理解を深める時」）について把握する。
　第 2段階（小単元 2～ 3）では，まず第三次産業は，人々
にサービスを提供する部門であり，観光産業で働く人々
は，第三次産業部門に含まれることや，観光は今日，世
界で最も成長が速い産業の 1つであり，この産業によっ
て，富がもたらされ雇用が生まれ，現地の人々には進歩
した施設が提供されることを確認する。しかし一方で，
地域によっては観光事業が人々の間に問題を巻き起こした
り，環境破壊を起こしたりすることがあるため，観光地の
環境について計画・管理する場合には，それらの点に注意
する必要があることを学習する構成となっている。
　第 3段階（小単元 4～ 5）では，まず国立公園を事例に，
国立公園の目的とその目的を達成するために国立公園管
理局が観光客のために行っている取り組みについて確認
する。一方，異なる人々の要求によって魅力的な地方で
対立が引き起こされることもあり，国立公園局の注意深
い管理はその問題の軽減の手助けとなるよう運営してい
ることについても学習する構成となっている。
　第 4段階（小単元 6～ 9）では，まず海外旅行が以前よ
りお手ごろで簡単に世界中どこでも行けるようになった
が，行き先は慎重に決める必要があることを確認した上
－ 56－ － 57－
表 4　第三次産業 単元「観光」の内容構成
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で，世界的に有名な観光地についてそれぞれの観光地の
特色や観光によってもたらされる影響，立地要因，持続
可能な観光を実現するために留意すべきことなどを学習
する構成となっている。
　第 5段階（小単元 10）では，ある旅行会社が英国北部
地域にある湖水地方国立公園内（盆地）に観光事業の開
発に興味を示したという想定を踏まえ，この開発を計画
すること，また開発によって現地がどのように変化し，
どのような影響が出るのかを予測し，提案することが課
題として提示される（MQ：観光事業の開発は，素晴ら
しい景観の名所をもつ地域にどのような影響を与えるの
か？）。子供はこの課題を解決するために，これまで獲得
した知識や概念を用いて探究することとなる。具体的に
は，パートナーや少人数のグループで協力して，計画地
の場所の特色を調査したり，お互いの意見を交流して構
想した開発計画の利点と欠点を議論したりする。その上
で，観光開発に対する地元住民，公園保護局の職員，観
光者らの主張の違いを分析的に検討することを通して，
立場の異なる三者が納得する（持続可能な観光を実現）
計画を提案する。これらの活動を通して子供は，主とし
て「環境の相互作用と持続可能な開発」，「文化の理解と
多様性」等の鍵概念を活用して合理的に判断することを
迫る構成となっている。
2.3a.2.　世界像形成としての内容構成
　本単元を世界像形成の視点から整理すると，世界各国
の有名な観光地の特色を自然環境，物理的環境，立地，
距離，人口，観光客数等の視点から分析的に検討したり，
その結果として明らかになる各観光地の相違点を比較し
たりする学習を通して，観光を手段として①世界の有名
観光地の位置と特色，②各観光地に地域的特色，③観光
を視点とした世界の特色を認識させる構成となっている。
具体的には，世界の観光地ベスト 10や，地域ごとの外国
人観光客数等，グローバル・スケールで世界の人気観光
地を捉えさせた後，種類の異なるいくつかの観光地をロー
カルまたはリージョナル・スケールで具体的に学習する
ことを通して，世界各地の観光（地）の現状を複数の地
理的スケールを用いて認識させる構成となっている。こ
のように，単元「観光」では，世界の有名観光地の特色
を複数の地理的スケールを用いて捉えさせることを通し
て，観光が盛んな地域（観光地）と世界の 2つの特色を
認識させる構成となっている。
　このような単元構成を世界像形成の視点からまとめる
と「観光を視点とした世界地誌学習」と位置づけること
ができる。
2.3a.3.　社会認識形成としての内容構成
　本単元を社会認識形成の視点から整理すると，学習活
動を通して獲得される知識の質については，世界の有名
観光地の種類と特色に関しては「記述」を求める問いや
課題が，観光事業が拡大した理由や観光がもたらす影響
及び変化の要因に関しては「説明」を求める問いや課題
が設定されている。これらの知識は，最終小単元において，
英国北部地域にある湖水地方国立公園内（盆地）に観光
事業を展開した場合に想定される影響と予測される変化
及び持続可能な観光を実現するための方策について「判
断（意思決定）」させる場面で活用を迫る展開となってお
り，本単元では「観光がもたらす影響と持続可能な観光
の実現」が学習の中心となっている。一方，学習の結果
として獲得される鍵概念に関しては，英国の国立公園や
マヨルカ島，フロリダ等の自然的・人文的理解に関する「場
所」，それらの場所にたくさんの観光客が訪れる理由やそ
の結果としてもたらされる正負の影響及び持続可能な観
光を実現するための取り組み等「環境の相互作用と持続
可能な開発」をはじめ，7つ全ての鍵概念の獲得をめざす
構成となっている。
　このような単元構成を社会認識形成の視点からまとめ
ると，「環境の相互作用と持続可能な開発を中核とした地
理的見方・考え方の育成をめざす『産業学習』」と位置づ
けることができる。
2.3a.4.　本単元の全体構成
　単元「観光」では，英国及び世界の様々な観光地を教
材内容として用いることを通して，世界像形成の視点か
らは「観光を視点とした世界地誌学習」として，社会認
識形成の視点からは「環境の相互作用と持続可能な開発
を中核とした地理的見方・考え方の育成をめざす『産業
学習』」という二重構造の構成になっていた。本単元では
これら 2つの視点に基づき内容を構成することで，全体
を通して世界の有名観光地を事例にして世界の有名観光
地の特色と観光がもたらす影響，及び「環境の相互作用
と持続可能な開発」をはじめとする諸概念の獲得とその
活用能力を育成する学習となっているのである。
2.3b.　単元「ファッション＆スポーツ」
　次に，単元「ファッショッン &スポーツ」の指導展開
を 2表と同様にまとめたのが表 5である。
2.3b.1.　単元構成
　本単元は，「単元の主な学習内容及び意義の把握」，
「ファッション産業がもたらす影響」，「スポーツ産業がも
たらす影響」，「獲得した知識（概念）の活用」といった 4
つの段階で構成されている。
　第 1段階（小単元 1）で子供は，本単元の主な学習内容
（「グローバリゼーションと多国籍企業」，「世界的産業と
してのファッションとスポーツ」，「発達段階が異なる国々
の結び付き」，「スポーツ競技場にとっての最適地」，「新
たな競技場が及ぼす影響」）とファッションやスポーツを
学習する重要性（ファッションやスポーツは私たちに何
らかの形で影響を及ぼしており，地理でこのことを学習
－ 58－ － 59－
表 5　第三次産業 単元「ファッション＆スポーツ」の内容構成
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することによって世界中の人々と関わりがあることを認
識することができる。また，それらの多くが異なる方向
で人々にどのような影響を与えているのか―あるものを
購入するとどのような影響がでるのか，また一国の出来
事が他国の人々にどのような影響を与えるのか―を認識
する）について把握する。
　第 2段階（小単元 2～ 5）では，まずグローバリゼーショ
ンの意味や影響，グローバリゼーションの利点を生かす
多国籍企業の特色について確認した後，その典型として
世界的に有名なスポーツ企業である NIKEを事例に販売
戦略や発展途上国に与える正負の影響について学習する
構成となっている。さらに，グローバル・スケールで展
開する多国籍企業の販売戦略が他国のみならず英国の服
飾産業にも多大な損害を与えている事実や，このような
問題を解決するために英国政府が EUや中国などの他国
と協議する事態に発展したことについてもニュース報道
の記事やグラフ等の資料の分析を通して学習する構成に
なっている。
　第 3段階（小単元 6～ 8）では，まず 2012年にロンド
ンオリンピックが開催される事実を踏まえ，現在，移動
手段や通信手段の向上によりスポーツもグローバル化し
ていることを学習する構成となっている。次にロンドン
オリンピックの開催地の一つである新ウェンブリー・ス
タジアムの立地について交通，用地，アクセス，広さ，
環境，その他の視点から分析的に検討することを通して
最適地を検討したり，新しいスタジアムが建設された際
に，地元住民や周辺住民，サッカーファン等にもたらさ
れる影響について予測したりする構成となっている。
　第 4段階（小単元 9）では，ロンドンオリンピックのほ
とんどの競技施設がロンドンの中でも最も貧しく，再生
が真に求められているストランドフォードに近いイース
トエンドに建設されるという状況を踏まえ，ロンドンオ
リンピックの主な目的の 1つであるこの地域の再生の支
援と住民の生活の質を向上させるためにできることを提
案することが課題として提示される（MQ：オリンピック
がロンドンにもたらす利益とは何か？）。子供はこの課題
を解決するために，これまで理解・習得した知識や概念
を用いて探究することとなる。具体的には，オリンピッ
ク会場として予定されている場所の 2006年時点の特徴や
問題点を地図に書き込んだり，オリンピックを開催する
ことによってこの地域にもたらされる利益や損失等，予
想される結果について，参考資料をもとに検討したりす
ることを通して，この地域の再生のため（持続可能な社
会を実現）にどのような手助けができるかについて報告
書を作成する。これらの活動を通して子供は，主として「環
境の相互作用と持続可能な開発」，「文化の理解と多様性」
等の鍵概念を活用して合理的に判断することを迫る構成
となっている。
2.3b.2.　世界像形成としての内容構成
　本単元を世界像形成の視点から整理すると，ファッショ
ン産業では，多国籍企業の典型として NIKEの販売戦略
の特色や多国企業の販売戦略によってもたらされる影響
を場所，労働力，コスト等の視点から分析的に検討したり，
スポーツ産業では，主としてオリンピックが世界的に拡
大した理由や 2012年のロンドンオリンピック開催や新ス
タジアム建設によってもたらされる影響を予測したりす
る学習を通して，ファッションやスポーツを手段として，
①経済先進国と発展途上国の位置や特色，②①の地域間
における社会的・経済的なつながり（関係性），③ファッ
ションやスポーツを視点として世界の特色を認識させる
構成となっている。具体的には，普段よく目にしている
ブランドの服や靴が地球の裏側で作られていることや，
グローバリゼーションの利点を生かし多国籍企業が本社
と生産と販売と広告活動をそれぞれ異なる場所（国）で
世界規模に展開していること，またこのような多国籍企
業の販売戦略が発展途上国や英国国内に様々な影響を与
えていること等を認識させる構成になっている。
　このような単元構成を世界像形成の視点からまとめる
と「ファッションやスポーツを視点とした世界地誌学習」
と位置づけることができる。
2.3b.3.　社会認識形成としての内容構成
　本単元を社会認識形成の視点から整理すると，学習活
動を通して獲得される知識の質については，グローバル・
スケールで展開するファッション産業やスポーツ産業の
特色に関しては「記述」を求める問いや課題が，ファッショ
ン産業がグローバルに展開することによってもたらされ
る影響やスポーツスタジアムの建設やオリンピック開催
によってもたらされる影響に関しては「説明」を求める
問いや課題が設定されている。これらの知識は，最終小
単元においてロンドンオリンピック開催をきっかけに貧
しい地域の再生支援と住民の生活の質を向上させるため
にできる方策について「判断（意思決定）」させる場面で
活用を迫る展開となっており，本単元では「グローバル・
スケールで展開する産業がもたらす影響と持続可能な社
会の実現」が学習の中心となっている。一方，学習の結
果として獲得される鍵概念に関しては，多国籍企業の一
連の諸活動がいかに国内の産業や発展途上国に影響を与
えるのかといった「自然的プロセスや人文的プロセス」，
個人からローカル，リージョナル，ナショナル，グローバ
ル等様々な地理的スケールの重層的・階層的な関係性（「ス
ケール」），グローバル・スケールで展開する産業の価値
観や行為（態度）がいかに社会問題や環境問題，経済的・
政治的諸問題に発展し，様々な影響を及ぼすことやそれ
らの問題を解決するために持続可能な社会の実現をめざ
し合理的に判断することの重要性等，単元「観光」と同様，
7つ全ての鍵概念の獲得をめざす構成となっている。
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　このような単元構成を社会認識形成の視点からまとめ
ると「文化の理解と多様性を中核とした地理的見方・考
え方の育成をめざす『産業学習』」と位置づけることがで
きる。
2.3b.4.　本単元の全体構成
　単元「ファッショッン＆スポーツ」では，グローバリゼー
ションの利点を生かしているグローバル・スケールで展
開する産業を教材内容として用いることを通して，世界
像形成の視点からは「ファッションやスポーツを視点と
した世界地誌学習」として，社会認識形成の視点からは「文
化の理解と多様性を中核とした地理的見方・考え方の育
成をめざす『産業学習』」という二重構造の構成になって
いた。本単元ではこれら 2つの視点に基づき内容を構成
することで，全体を通してグローバル・スケールで展開
するファッション産業やスポーツ産業を事例にして多国
籍企業と発達段階の異なる国々との結び付きやグローバ
リゼーションがもたらす影響，及び「文化の理解と多様性」
をはじめとする諸概念の獲得とその活用能力を育成する
学習となっているのである。また，本単元は産業学習の
最終単元としてこれまでの学習で獲得してきた知識や概
念を総動員して持続可能な社会を実現するための方策を
提案する単元としても位置づけられている。
Ⅲ . 『NEW KEY GEOGRAPHY』シリーズにおける「産
　業学習」の内容構成論とその意義
　英国中等地理テキストブック『NEW KEY GEOGRAPHY』
シリーズを手がかりに「産業学習」の内容構成を単元ごと
に検討してきた。その特質は，表 6のように整理できる。
（1） 世界像形成としての事例選定：第一次・第二次産業
の学習では国内の特色的な地域が，第三次では国内
外の特色的な地域や発達段階の異なる地域が事例地
として選定され，これらの事例地の学習を通して段
階的に子供の地理的空間を拡大するよう構成されて
いる。
（2） 世界像形成としての内容構成：子供の空間的次元を
段階的に拡大させるために，第一次・第二次産業の
学習ではナショナル・スケールを基盤する英国地誌
学習が，第三次産業の学習ではグローバル・スケー
ルを基盤する世界地誌学習が展開されている。これ
らの学習では，いずれも多核的同心円拡大法の論理
に基づきローカルまたはリージョナル・スケールの
事例地が複数箇所選定されており，これらの事例地
を学習することを通して，（自国の）国土や世界の諸
地域の認識と国土や世界像の形成が企図されている。
（3） 社会認識形成としての教育内容配列：第一次・第二
次産業の学習では国内の産業の特色や立地要因につ
いて検討されることを通して「場所」や「空間（立地）」
を中核とした鍵概念の獲得及びその活用能力の育成
が，第三次産業の学習ではグローバルに展開する産
業の特色やそれらの諸活動によってもたらされる影
響についての認識を踏まえ，持続可能な社会の実現
という視点から未来社会のあり方を検討させること
を通して「環境の相互作用と持続可能な開発」や「文
化の理解と多様性」を中核とした鍵概念の獲得及び
その活用能力の育成がめざされている。また，全単
元を通じて自然と人文の両面から産業のあらゆる側
面を検討する構成となっており，「自然的プロセスと
人文的プロセス」の鍵概念の獲得が通底している。
（4） 社会認識形成としての内容構成：上記のような鍵概
念の獲得及び活用を通して，第一次・第二次産業の
学習では地理学特有の鍵概念の獲得による地理的見
方・考え方の育成めざす「産業学習」として，第三
次産業の学習では地理学特有の鍵概念の獲得を踏ま
え ESD 的見方・考え方の育成をめざす「産業学習」
として組織されている。このような見方・考え方の
育成に係わる順次性は，地理学の成果を基盤として
地理的意思決定能力の育成に寄与するとともに，現
在，持続可能な社会の形成者として求められている
資質や能力にも符合するものである。
　以上の考察から，本シリーズにおける「産業学習」は，
社会認識形成と世界像形成の両方の論理を統合させたも
のであり，この意味で社会科地理教育としての「産業学
習」と位置づけることができる。このような学習の特質
は，産業を手段として科学的知識の獲得による社会認識
表 6 　英国中等地理テキストブック『NEW KEY GEOGRAPHY』における「産業学習」の内容構成論
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形成と様々な事例地（地域社会）の学習を通して現代地
理学を基礎とした世界像形成の両面を段階的・系統的に
育成することがめざされている点に見い出される。グロー
バル化や情報化，さらには現代社会の産業構造の変化に
対応した社会科学習が求められる中，子供の知的好奇心
を喚起するテーマ（例えば，観光やスポーツ &ファッショ
ン等）を選定し，産業を窓に今日の社会の特質や本質の
認識形成を保証することをめざした本シリーズの「産業
学習」は，わが国の中学校地理的分野における産業学習
の内容構成を検討していく上で大変有益で示唆的な内容
であると判断できる。
－ 注 －
 1　 例えば，中井修・岩田一彦「イギリス『全国カリキュ
ラム・地理（Geography in the National Curriculum）』の
解題と全訳」全国社会科教育学会『社会科教育論叢』
第 43 集，pp.41-89，1996 文献（4）等が挙げられる。
 2　例えば，注 1で示した研究以外に馬場勝「イギリス
初等地理単元計画例示案（「スキーム・初等地理」）の
構成原理」社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』
第 15 号，pp.13-20，2003や文献（4），pp.14-103 等が挙
げられる。
 3 　詳しくは，文献（4），pp.117-123を参照。
 4　 各校種の理解目標に関して，以下の文献を参照した。
・文部科学省『小学校学習指導要領解説社会編』東洋
館出版，pp.51-69，2008
・文部科学省『中学校学習指導要領解説社会編』日本
文教出版，pp.27-66，2008
 5　例えば，福田裕治「科学的な見方・考え方を育てる
小学校社会科産業学習の教育内容開発―『野菜工場』
を事例とした単元『日本の農業』」全国社会科教育学会
『社会科教育論叢』第 46 集，pp.10-15, 2007や文献（12），
pp.163-251 等が挙げられる。
 6　例えば澁澤は，産業と社会生活の関係に経済地理的
アプローチ（特に，立地条件に着目した取り扱いを工
夫すること）に基づく理解をめざすことや，持続可能
な社会の構築をめざす観点からアプローチすることの
重要性について指摘している。詳しくは，澁澤文隆「地
理学習（2）：産業と社会生活との関係の理解」全国社
会科教育学会編『社会科教育実践ハンドブック』明治
図書，pp.85-86，2011
 7　事例地を分類する地理的スケール及び位置に関して
は，文献（4），pp.149-150を参考に市町村程度までを
ローカル，国家の一部地域を指すリージョナル，一国
の領域を指すナショナル，複数国家の領域や地球的な
広がりを指すグローバルの類型を設けた。一方，位置は，
国内と国外とに大別した。
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